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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

キャリアデザインI／福田　洋子・小幡　祐可子科目名

福田　洋子・小幡　祐可子担当教員

後期／2nd　semester 2.01月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

【目的】自分や社会を知りながら、「生き方」「働き方」「大学生活の過ごし方」を自分で考え、
行動するきっかけをつくる。

【概要】これから始まる4年間の大学生活をどう過ごすかは、将来に大きな影響を与えます。
キャリアデザインⅠでは、ワークやディスカッション等を通して「自分を知る」「社会を知る」
「学問とのつながりを考える」ことを中心に、受講生にとっていい人生を送るために
「生き方」「働き方」「大学生活の過ごし方」を自分で考え、行動するきっかけをつくります。
　
　この講座を受講することにより、
　①社会に出る（就職）ための準備や練習を今のうちから始めることができる。
　②受講生自身の大学生活をより充実させることができる。

授業計画
Syllabus

第１回　キャリアデザインって何だろう？　※チェックシート＆授業アンケート
第２回　自分について考えよう
第３回　あなたの強みは？
第４回　社会で活きる
第５回　社会が求める人材って？
第６回　コミュニケーションは社会のベース
第７回　職種・資格について考えよう　※キャリアサポートセンターへの案内
第８回　社会のトレンドを読む！
第９回　社会と学問の関係は？
第１０回　「学び」の意味を考えよう！
第１１回　私のキャリアデザインマップ①
第１２回　私のキャリアデザインマップ②～発表
第１３回　目標に向かってチャレンジしよう　※「レポート」、「ワークシート」提出＆「チェックシート」
第１４回　まとめ
第１５回　低学年から意識すべきこと・取り組むべきこと

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

演習

評価方法
Evaluation

出席平常点４５％、レポートやワークシート等の課題提出５５％を基準とし、総合的に判断します。
①毎回コミュニケーションシートを提出。（出席もこれで確認）テーマは講師が指定。
　　提出回数８回以下だと０点、９回で２０点、１０回で２５点、１１回で３０点、
　　１２回で３５点、１３回で４０点、１４回で４５点。
　また、講義への参加態度（積極性、主体性、協調性など）もここに含むので、
　参加態度がよくない場合は減点する。
②講義で使用するワークシートのうち、講師が指定したものをコピーして提出する。（１５点満点）
③講座終了時にレポートを提出する。（４０点満点）
　具体的な課題内容については、講座終盤に発表し、提出の予定。

履修上の注意
Requirements and

policy

教科書は必ず毎回持参すること。(ワーク等で使用する）
「キャリアデザインⅡ」も履修すること。
社会人への準備期間としての受講態度を望みます。

教科書
Textbook(s)

MY　CAREER　NOTE　Ⅰ（ADVANCE）

参考書
Reference(s)

適宜紹介します。
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備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

キャリアデザインII／福田　洋子・池松　華奈子科目名

福田　洋子・池松　華奈子担当教員

後期／2nd　semester 2.02火曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

【目的】就職活動の流れや実態を知り、社会で求められる基本スキルを身につける。

【概要】本格的な就職活動に臨む前に、就職活動の流れを知り、自分を知り、社会を知り、
社会で求められる基本的スキルを身につけておくことは、より自分に合った進路選択ができる
可能性が高まり、また自信にもつながります。キャリアデザインⅡでは、ワークや
グループディスカッション、プレゼンテーション等を通して、自分や社会を知りながら
「社会で求められる基本スキル（情報収集力、思考力、遂行力、コミュニケーション力）」を
身につけていきます。

　この講座を受講することにより、
　①社会に出る（就職）のための準備や練習を今のうちから始めることができる。
　②あなた自身の大学生活をより充実させることができる。
　　＊ただし、表面的な就職活動ノウハウを伝授するものではなく、この講座は、
　　　社会で必要となる力を、学びや大学生活を通じて獲得するためのものである。

授業計画
Syllabus

第１回　キャリアデザインを知る　※授業アンケート、チェックシート実施
第２回　就職活動の流れを知る
第３回　社会で求められる基本スキルを知る
第４回　コミュニケーション力を身につける①
　　　　～基本スキル編～
第５回　思考力を身につける①
　　　　～「なりたい自分」の基準づくり～
第６回　思考力を身につける②
　　　　～自分の強み探究～
第７回　エントリーシートを記入してみる
第８回　情報収集を身につける①
　　　　～業界リサーチ～
第９回　情報収集を身につける②
　　　　～職業・職種リサーチ～
第１０回　思考力を身につける③
　　　　～「なりたい自分」への戦略づくり～
第１１回　遂行力を身につける①
第１２回　コミュニケーション力を身につける②
　　　　～プレゼンテーション準備編～
第１３回　遂行力を身につける②　※プレゼンテーション・課題提出、チェックシート実施
第１４回　まとめ
第１５回　「これから卒業までの間に取り組まなければならないこと」についての話

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

演習

評価方法
Evaluation

出席平常点４５％、レポートやワークシート等の課題提出５５％を基準とし、総合的に判断します。
①毎回コミュニケーションシートを提出。（出席もこれで確認）テーマは講師が指定。
　　提出回数８回以下だと０点、９回で２０点、１０回で２５点、１１回で３０点、
　　１２回で３５点、１３回で４０点、１４回で４５点。
　また、講義への参加態度（積極性、主体性、協調性など）もここに含むので、
　参加態度がよくない場合は減点する。
②講座終了時に講師が指定するワークシートやレポートを提出する。（５５点満点）
　具体的な課題内容については、講座終盤に発表し、提出の予定。

履修上の注意
Requirements and

policy

「キャリアデザインⅠ」を履修していることが望ましい。
教科書は必ず毎回持参すること。(ワーク等で使用する）
社会人への準備期間としての受講態度を望みます。
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教科書
Textbook(s)

MY　CAREER　NOTE　Ⅱ

参考書
Reference(s)

適宜紹介します。

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

キャリアデザイン研究／単位認定者：朴　煕成科目名

単位認定者：朴　煕成担当教員

後期／2nd　semester 2.03水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

国際化・情報化の急激な進展、産業構造の変化など、現代社会は目まぐるしいほどの速さで変革が進められてき
ている。
このような状況の中で、現代社会を生きるためには、どのような職業観や勤労観を持って働いたらよいのか、
また、どのような人生観を持って生きて行くことがよいのかという自らのキャリアデザインを描くことが
重要である。
そこで、本講義ではこれらを描くための能力を養うことを目的とし、各界から講師を迎え、
企業の現状と今後について実践的な立場から学習することにより職業観・勤労観を学ぶことができるように、
また、社会の先輩の持つ多様な人生観に触れることができるようにオムニバス形式で実施する。

授業計画
Syllabus

１．キャリアプランについて
２．人生をいかに生きるか
３．生きるということ・働くといくこと―現代女性にとって
４．企業の現状と今後―金融・保険業
５．企業の現状と今後―情報通信業
６．企業の現状と今後―運輸業
７．企業の現状と今後―サービス業
８．企業の現状と今後―宿泊業
９．企業の現状と今後―卸売・小売業
１０．企業の現状と今後―製造業
１１．企業の現状と今後―証券業
１２．人生をいかに生きるか―心と体の健康
１３．人生をいかに生きるか―仕事
１４．今、社会人として求められるもの
１５．総括

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

オムニバス講義形式で実施する。

評価方法
Evaluation

各回提出していた小レポートの4段階評価（65％）、平常点（20％）、
最後の小レポート（15％）などで総合的に評価する。

履修上の注意
Requirements and

policy

出席を重視する。この講義はオムニバス形式なので、毎回出席するよう心がけること。
受講者数は100名とする。受講者多数の場合は抽選をする。

教科書
Textbook(s)

指定なし。

参考書
Reference(s)

備考
Remarks

後期は3年生を対象とする。
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

金融リテラシー／倉島　進・植田　麻衣子科目名

倉島　進・植田　麻衣子担当教員

後期／2nd　semester 2.02火曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

お金に関する知識は、今後人生の中で非常に重要なものです。就職して初めて貰う給料から始まり、自分の人生
の保障となる社会保険や年金、生命保険、貯蓄としての預金や株式への投資、そして最大の支出である、結婚、
住宅の購入、子供の教育費、そして、財産の次世代への移管である贈与や相続といった形で一生関わりのあるも
のです。
しかし、どの分野を取っても専門的な知識が多くなんとなく取組にくいものです。
しかし、詳しい内容はそれぞれ個々で相談や検討するにしても、その前提となる基礎知識を持っていることは、
非常に重要なことと考えられます。
本講座では、これらの知識を広く知るととともに、お金の観点から計画性と希望をもって今後の人生について考
えてもらうことを目的としています。
本講座では、最終知識レベルとして、FP技能士3級の知識を想定しています。
将来本人の希望により、今後FP技能士2級、1級の資格取得や、ファイナンシャルプランナー等の専門家をはじめ
として、生命保険会社、証券会社、銀行といったお金に関する企業への職業選択の足がかりになればと思います
。

授業計画
Syllabus

１オリエンテーション
２お金を稼ぐということ
３ライフプランとは
４ライフプランニング(実習）
５【まもる】生命保険の知識
６【まもる】給料にまつわる知識
７【ためる】金融商品のしくみ
８【ためる】金融商品のしくみ
９【つかう】子供の教育って
１０【つかう】車や家の購入のしかた
１１【おさめる】税金の知識
１２【のこす】贈与・相続に関する知識
１３【かんがえる】ライフプランニング（実習）
１４終了試験
１５ライフプランの発表会選抜による発表

第4回目に、ゲスト･スピーカー（ファイナンシャルプランナー）による、「ライフプラン」の解説を予定してい
ます。

内容は皆さんの理解度によって多少前後します。
実習は、実際に皆さんにライフプランを作成していただきます。

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

講義と実習、発表を取り交ぜた授業形式で実施します。学生個人個人に自らを考えてもらうとともに、必要な知
識の概略を解説していきます。
①知識の取得として、ライフプラン作成のプロフェッショナルの資格としてのファイナンシャルプランナーの基
礎資格であるFP3級技能士への受験へとつなげます。
②ライフプランの作成として、実際にライフプランを作成してもらいます。その作成にあたって基礎知識の取得
を目指します。
③今後の生き方を考える上で、職業選択も重要な要素であると考えるため、講義の部分では、具体的な商品も含
め、実務にも目を向けた講義を展開します。

評価方法
Evaluation

評価は、出席と試験の成績、最終の発表に関する各点数の合計で評価します。

履修上の注意
Requirements and

policy

第3回目、第4回目は、グループを作りディスカッション形式で授業を行います。
できる限り休まないようにしてください。
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教科書
Textbook(s)

女性の「お金力」養成塾（セルバ出版）ISBN978-4-86367-025-9

参考書
Reference(s)

オリエンテーション時に紹介いたします。

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

金融リテラシー／倉島　進・植田　麻衣子科目名

倉島　進・植田　麻衣子担当教員

後期／2nd　semester 2.02火曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

お金に関する知識は、今後人生の中で非常に重要なものです。就職して初めて貰う給料から始まり、自分の人生
の保障となる社会保険や年金、生命保険、貯蓄としての預金や株式への投資、そして最大の支出である、結婚、
住宅の購入、子供の教育費、そして、財産の次世代への移管である贈与や相続といった形で一生関わりのあるも
のです。
しかし、どの分野を取っても専門的な知識が多くなんとなく取組にくいものです。
しかし、詳しい内容はそれぞれ個々で相談や検討するにしても、その前提となる基礎知識を持っていることは、
非常に重要なことと考えられます。
本講座では、これらの知識を広く知るととともに、お金の観点から計画性と希望をもって今後の人生について考
えてもらうことを目的としています。
本講座では、最終知識レベルとして、FP技能士3級の知識を想定しています。
将来本人の希望により、今後FP技能士2級、1級の資格取得や、ファイナンシャルプランナー等の専門家をはじめ
として、生命保険会社、証券会社、銀行といったお金に関する企業への職業選択の足がかりになればと思います
。

授業計画
Syllabus

１オリエンテーション
２お金を稼ぐということ
３ライフプランとは
４ライフプランニング(実習）
５【まもる】生命保険の知識
６【まもる】給料にまつわる知識
７【ためる】金融商品のしくみ
８【ためる】金融商品のしくみ
９【つかう】子供の教育って
１０【つかう】車や家の購入のしかた
１１【おさめる】税金の知識
１２【のこす】贈与・相続に関する知識
１３【かんがえる】ライフプランニング（実習）
１４終了試験
１５ライフプランの発表会選抜による発表

第4回目に、ゲスト･スピーカー（ファイナンシャルプランナー）による、「ライフプラン」の解説を予定してい
ます。

内容は皆さんの理解度によって多少前後します。
実習は、実際に皆さんにライフプランを作成していただきます。

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

講義と実習、発表を取り交ぜた授業形式で実施します。学生個人個人に自らを考えてもらうとともに、必要な知
識の概略を解説していきます。
①知識の取得として、ライフプラン作成のプロフェッショナルの資格としてのファイナンシャルプランナーの基
礎資格であるFP3級技能士への受験へとつなげます。
②ライフプランの作成として、実際にライフプランを作成してもらいます。その作成にあたって基礎知識の取得
を目指します。
③今後の生き方を考える上で、職業選択も重要な要素であると考えるため、講義の部分では、具体的な商品も含
め、実務にも目を向けた講義を展開します。

評価方法
Evaluation

評価は、出席と試験の成績、最終の発表に関する各点数の合計で評価します。

履修上の注意
Requirements and

policy

第3回目、第4回目は、グループを作りディスカッション形式で授業を行います。
できる限り休まないようにしてください。
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教科書
Textbook(s)

女性の「お金力」養成塾（セルバ出版）ISBN978-4-86367-025-9

参考書
Reference(s)

オリエンテーション時に紹介いたします。

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

ホスピタリティ・マネジメント／福田　洋子・林　裕子科目名

福田　洋子・林　裕子担当教員

後期／2nd　semester 2.01～2木曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

ホスピタリティの探求。
ホスピタリティを様々な角度から取り上げ、これからの産業におけるホスピタリティの重要性を理解し、行動に
つなげる。
現代は様々な場面でホスピタリティの重要性が高まっている。この授業では、エアライン、ホテル、エンターテ
インメント産業のサービスや仕事等を題材に取り当てながら、ホスピタリティが生み出す価値の重要性について
広く考察していく。また、授業を通じて受講生がホスピタリティの概念について考え、想像できるようになるこ
とをめざす。

授業計画
Syllabus

1. オリエンテーション
2. ホスピタリティとは
3. ホスピタリティと人間
4. ホスピタリティと文化
5. ホスピタリティと産業
6. ホスピタリティとコミュニケーションⅠ
7. ホスピタリティとコミュニケーションⅡ
8. ホスピタリティとコミュニケーションⅢ
9. ホスピタリティの評価
10. ホスピタリティ･マネジメントⅠ
11. ホスピタリティ･マネジメントⅡ
12. 事例研究(エンターテインメント企業）
13. 事例研究(ホテル産業）
14. 事例研究(エアライン)
15. テスト

　参照URL　
Referance URL(s)

講義方式だが、ホスピタリティとコミュニケーションの回では演習を行う。ホスピタリティと評価の回では発表
を行う。
また、毎回授業中に必ず簡単なレポートを作成する。ホスピタリティやサービスについて自分なりの考え方など
を問うもので授業で取り上げる、各テーマについて受講生自身が考え、実践･応用することを期待する。

授業方法
Class type

講義

評価方法
Evaluation

出席平常点（30%）、毎回の課題提出（15%）、テスト（50%)、授業態度（5%）とし、総合的に判断する。

履修上の注意
Requirements and

policy

ホスピタリティをテーマに行うことから常に他者のことを考えて行動すること。(挨拶、言葉遣い、態度等）
ゲストスピーカーが来るときは、服装を市営する。（ビジネスカジュアル等、詳細は授業中に説明する）
観光･航空･飲食等サービスに係る記事に注意しておくこと。

教科書
Textbook(s)

テキストはなし。適宜資料を配布する。

参考書
Reference(s)

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

ホスピタリティ・マネジメント／福田　洋子・林　裕子科目名

福田　洋子・林　裕子担当教員

後期／2nd　semester 2.01～2木曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

ホスピタリティの探求。
ホスピタリティを様々な角度から取り上げ、これからの産業におけるホスピタリティの重要性を理解し、行動に
つなげる。
現代は様々な場面でホスピタリティの重要性が高まっている。この授業では、エアライン、ホテル、エンターテ
インメント産業のサービスや仕事等を題材に取り当てながら、ホスピタリティが生み出す価値の重要性について
広く考察していく。また、授業を通じて受講生がホスピタリティの概念について考え、想像できるようになるこ
とをめざす。

授業計画
Syllabus

1. オリエンテーション
2. ホスピタリティとは
3. ホスピタリティと人間
4. ホスピタリティと文化
5. ホスピタリティと産業
6. ホスピタリティとコミュニケーションⅠ
7. ホスピタリティとコミュニケーションⅡ
8. ホスピタリティとコミュニケーションⅢ
9. ホスピタリティの評価
10. ホスピタリティ･マネジメントⅠ
11. ホスピタリティ･マネジメントⅡ
12. 事例研究(エンターテインメント企業）
13. 事例研究(ホテル産業）
14. 事例研究(エアライン)
15. テスト

　参照URL　
Referance URL(s)

講義方式だが、ホスピタリティとコミュニケーションの回では演習を行う。ホスピタリティと評価の回では発表
を行う。
また、毎回授業中に必ず簡単なレポートを作成する。ホスピタリティやサービスについて自分なりの考え方など
を問うもので授業で取り上げる、各テーマについて受講生自身が考え、実践･応用することを期待する。

授業方法
Class type

講義

評価方法
Evaluation

出席平常点（30%）、毎回の課題提出（15%）、テスト（50%)、授業態度（5%）とし、総合的に判断する。

履修上の注意
Requirements and

policy

ホスピタリティをテーマに行うことから常に他者のことを考えて行動すること。(挨拶、言葉遣い、態度等）
ゲストスピーカーが来るときは、服装を市営する。（ビジネスカジュアル等、詳細は授業中に説明する）
観光･航空･飲食等サービスに係る記事に注意しておくこと。

教科書
Textbook(s)

テキストはなし。適宜資料を配布する。

参考書
Reference(s)

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

ホスピタリティ・マネジメント／福田　洋子・林　裕子科目名

福田　洋子・林　裕子担当教員

後期／2nd　semester 2.01～2金曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

ホスピタリティの探求。
ホスピタリティを様々な角度から取り上げ、これからの産業におけるホスピタリティの重要性を理解し、行動に
つなげる。
現代は様々な場面でホスピタリティの重要性が高まっている。この授業では、エアライン、ホテル、エンターテ
インメント産業のサービスや仕事等を題材に取り当てながら、ホスピタリティが生み出す価値の重要性について
広く考察していく。また、授業を通じて受講生がホスピタリティの概念について考え、想像できるようになるこ
とをめざす。

授業計画
Syllabus

1. オリエンテーション
2. ホスピタリティとは
3. ホスピタリティと人間
4. ホスピタリティと文化
5. ホスピタリティと産業
6. ホスピタリティとコミュニケーションⅠ
7. ホスピタリティとコミュニケーションⅡ
8. ホスピタリティとコミュニケーションⅢ
9. ホスピタリティの評価
10. ホスピタリティ･マネジメントⅠ
11. ホスピタリティ･マネジメントⅡ
12. 事例研究(エンターテインメント企業）
13. 事例研究(ホテル産業）
14. 事例研究(エアライン)
15. テスト

　参照URL　
Referance URL(s)

講義方式だが、ホスピタリティとコミュニケーションの回では演習を行う。ホスピタリティと評価の回では発表
を行う。
また、毎回授業中に必ず簡単なレポートを作成する。ホスピタリティやサービスについて自分なりの考え方など
を問うもので授業で取り上げる、各テーマについて受講生自身が考え、実践･応用することを期待する。

授業方法
Class type

講義

評価方法
Evaluation

出席平常点（30%）、毎回の課題提出（15%）、テスト（50%)、授業態度（5%）とし、総合的に判断する。

履修上の注意
Requirements and

policy

ホスピタリティをテーマに行うことから常に他者のことを考えて行動すること。(挨拶、言葉遣い、態度等）
ゲストスピーカーが来るときは、服装を市営する。（ビジネスカジュアル等、詳細は授業中に説明する）
観光･航空･飲食等サービスに係る記事に注意しておくこと。

教科書
Textbook(s)

テキストはなし。適宜資料を配布する。

参考書
Reference(s)

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

簿記・会計B科目名

倉島　進担当教員

後期／2nd　semester 2.01～4月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

会社の儲ける仕組みをのぞいてみよう
社会には、さまざまな会社があります。会社は儲けるために日々努力しています。これらの会社の活動には、必
ずお金が絡んでおり、経営者は、そのお金の動きについて、記録し財務諸表という報告書をつくって報告をしな
ければなりません。これらの方法は統一された方法があり、その方法が簿記です。
言い換えれば、この授業は、会社がどのような活動をし、どのように儲けていくのかについての仕組みを勉強し
て行きます。
簿記・会計Aの知識やその基本を生かしつつ、さまざまな企業活動についての記録のパターンを勉強するととも
に、実際に報告書を作成します。
この授業では、簿記に慣れしたしんでもらうために、できるだけやさしい言葉で解説します。
本講座を通じて簿記の基礎知識を得るとともに、参考図書の問題集をこなすことにより、「日商簿記検定の3級
」程度の力をつけることを想定してます。

授業計画
Syllabus

第 1回　 9月27日　その他債権債務
第 2回　10月 4日　資本金、税金、貸倒
第 3回　10月18日　帳簿組織/伝票会計
第 4回　10月25日　試算表のしくみ
第 5回　11月 1日　決算とは（流れ）
第 6回　11月 8日　決算修正作業
第 7回　11月15日　決算整理作業
第 8回　11月22日　決算整理作業
第 9回　11月29日　精算表の作成
第10回　12月 6日　精算表の作成練習
第11回　12月13日　帳簿の締切
第12回　12月20日　報告書の作成
第13回　 1月17日　報告書作成演習
第14回　 1月24日　後期試験
第15回　 1月31日　後期総まとめ

皆さんの理解度によって多少前後します。

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

教科書を中心に解説していきます。
最終的には、日商簿記3級試験の合格レベルまで説明します。

評価方法
Evaluation

定期試験に、講義中の行う小テスト、出席状況を加味する。

履修上の注意
Requirements and

policy

簿記は積み重ねですのでできるかぎり欠席しないこと。
また、簿記・会計Aの履修後の履修が望ましい。

教科書
Textbook(s)

知る・わかる・うかる　はじめての簿記入門（セルバ出版）

参考書
Reference(s)

より理解を深めたい方は購入して練習してください。
日商3級精選問題集 著
浜田勝義 (かんき出版)

備考
Remarks
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全学共通（キャリア・ビジネス教育系列）科目区分

簿記・会計B科目名

倉島　進担当教員

後期／2nd　semester 2.01～4月曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

会社の儲ける仕組みをのぞいてみよう
社会には、さまざまな会社があります。会社は儲けるために日々努力しています。これらの会社の活動には、必
ずお金が絡んでおり、経営者は、そのお金の動きについて、記録し財務諸表という報告書をつくって報告をしな
ければなりません。これらの方法は統一された方法があり、その方法が簿記です。
言い換えれば、この授業は、会社がどのような活動をし、どのように儲けていくのかについての仕組みを勉強し
て行きます。
簿記・会計Aの知識やその基本を生かしつつ、さまざまな企業活動についての記録のパターンを勉強するととも
に、実際に報告書を作成します。
この授業では、簿記に慣れしたしんでもらうために、できるだけやさしい言葉で解説します。
本講座を通じて簿記の基礎知識を得るとともに、参考図書の問題集をこなすことにより、「日商簿記検定の3級
」程度の力をつけることを想定してます。

授業計画
Syllabus

第 1回　 9月27日　その他債権債務
第 2回　10月 4日　資本金、税金、貸倒
第 3回　10月18日　帳簿組織/伝票会計
第 4回　10月25日　試算表のしくみ
第 5回　11月 1日　決算とは（流れ）
第 6回　11月 8日　決算修正作業
第 7回　11月15日　決算整理作業
第 8回　11月22日　決算整理作業
第 9回　11月29日　精算表の作成
第10回　12月 6日　精算表の作成練習
第11回　12月13日　帳簿の締切
第12回　12月20日　報告書の作成
第13回　 1月17日　報告書作成演習
第14回　 1月24日　後期試験
第15回　 1月31日　後期総まとめ

皆さんの理解度によって多少前後します。

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

教科書を中心に解説していきます。
最終的には、日商簿記3級試験の合格レベルまで説明します。

評価方法
Evaluation

定期試験に、講義中の行う小テスト、出席状況を加味する。

履修上の注意
Requirements and

policy

簿記は積み重ねですのでできるかぎり欠席しないこと。
また、簿記・会計Aの履修後の履修が望ましい。

教科書
Textbook(s)

知る・わかる・うかる　はじめての簿記入門（セルバ出版）

参考書
Reference(s)

より理解を深めたい方は購入して練習してください。
日商3級精選問題集 著
浜田勝義 (かんき出版)

備考
Remarks


